
 
 
 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

                      
 
           
 
 
 
                         
 
 

自 宅 船橋市松が丘 4-31-5 TEL・FAX 047- 466-6019 
                  事務所 船橋市高根台 6-38-9 TEL・FAX 047- 461-1350 
125 号（2018 年秋季）  メール urata.hideo.1950@gmail.com ブログ浦田秀夫で検索 
              
  
      
  
 

船橋市議会議員（市民共生の会） 

浦 田 秀 夫 通 信 

 

大型建設事業の検証・見直しを求める 
	
 第３回定例市議会が 9月 3日から 10 月 10 日の会期で開催されました。市長から提出された平成
29 年度決算について会派を代表して総括質問を行いました。 
 平成 29 年度決算と市の将来の財政見通し、防災訓練の改善、子どもの貧困対策、図書館の民営化
問題、医療センターの性格などについて質問しましたのでご報告します。 
 また、次期市議会選挙（平成 31 年 4 月）にむけた政策（案）を掲載しました。皆様のご意見や市
政に関するアンケートへのご回答もお願いします。 

大型建設工事を大判振る舞い 
 市は、平成 29 年度決算に基づいて、今後 10
年間の財政見込みを示しました。 
 それによると、毎年 30 億円の赤字が生じる見
込みで、歳入の確保、歳出の削減により 30 億円
から 65 億円を生み出す必要があるとしていま
す。 
 財政状況が厳しくなった原因の一つは、平成
25 年頃から健康福祉センター、三番瀬環境学習
館、夏見の運動公園プール整備、北部清掃工場の
建替、市立船高の体育館建設、河川整備などの大
型建設工事が膨らみ、平成 25 年度で 1,266 億
円であった市債発行残高（市の借金）が平成 29
年度で 1,725 億円と 5年間で 459 億円増加し、
今後これらの償還（借金返済）が膨らむことにな
ったからです。 
 こうした大型建設工事を大判振る舞いしまし
たが、その必要性や施設規模、内容について十分
な検討が行われたのか、将来の負担増に対する
見通しが甘かったのではないかと質しました。 
 市は、基本的には必要な事業であったが、一部
の事業について実際の事業費が計画よりも膨ら
む結果となったことは反省している。 
 今後は、基本構想や設計の段階から協議・調整 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し、大型建設事業のコスト削減や、施設内容の適
切化に努めたいなどと答弁しました。 

清掃工場建替規模は適切か 
	
 市は北と南の 2 つの清掃工場建替事業を 412
億円かけて連続して行っていますが、2 つの清
掃工場の建替後の処理能力は 1日当たり 720ト
ンです。平成 28 年度の実績は 585 トンで、135
トン炉一つ分の余剰能力を抱えています。 
 将来人口の減少やごみの減量化によってごみ
の排出量が減少することが見込まれる中で、規
模や建替時期などが本当に適切であったのかど
うか質しました。 
 市は、29 年度の実績は、1日当たり 615 トン
で災害廃棄物の処理や調整稼働率を考慮すると
1日当たり 718 トンになり規模は適正である。 
  
 
 

 

 



  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

南部清掃の建替について、建設時期の延期と
既存工場の延命化について検討したが、延命は
部品の調達などリスクが非常に大きいと判断
し計画通りに建設を進めている。 
 将来の人口の減少や減量化によるごみの減
少については、計画を作った平成 24 年の時点
ではごみの排出量が減少することは見込んで
いなかったなどと答弁しました。 
 施設整備計画を作った平成 24 年時点で、将
来の人口の減少や減量化によるごみの減少を
見込んだ計画にすべきであったと指摘しまし
た。 
 また、着手済みの大型建設事業についても絶
えず検証し、計画の縮小、事業費の削減につと
めるべきではないかと質問しました。 
 市は新たな大型建設事業だけでなく、すでに
着手済みの事業についても、設備や仕様など事
業の適正化を図っていきたいと答弁しました 
 

図書館サービスは向上したか 
	
 平成 29 年度実施 
した図書館の民営化 
（指定管理者制度） 
について、市長の公 
約になかったことや 
市民への説明が不十 
分なこと、図書館サービスは、市民社会の担い
手を育てるという公共性の高いサービスであ
り民営化にはなじまないとして反対しました。 
民営化によって市民サービスは向上したの

か質しました。 
 市は、月曜開館の実施や開館時間の延長及び
トイレの臭気対策、館内の照度向上、レイアウ
トの変更など工夫を凝らした取り組みがみら
れた。接遇面においても高い評価をいただいて
いると答弁しました。 

現実に即した防災訓練に 
	
 平成 29 年度の広報「ふなばし」8月 15 日号
には、大地震が発生！その時どうするとの見出
しで、大地震発生時に市民がとるべき行動、心
構えについてイラスト入りで大変わかりやす
く掲載されていました。 
 実際に地震が発生した時に、先ずは自分の
身を守ること（シェイクアウト）。次に火を止め
る。ドアや窓を開けて脱出口を確保する。津波
や家屋倒壊の危険がある場合はすぐに避難を
しますが、そうでない場合家族の安全を確認し
する。近隣で協力して初期消火や救出活動をす
ること。 
また、近隣相互の安否を確認することや町

会・自治会単位での被害状況を把握することな
ど、広報にわかりやすく掲載されたことは大い
に評価しました。 
昨年の決算委員会で、広報に掲載されたこと

を町会自治会単位でしっかり行った上で避難
所に集合する。集合時間は決めず、集合した順
に受付を行い、避難所を立ち上げることを提案
しましたが、どのように実践されたのか質問し
ました。 
 

市は、今年度の防 
災訓練については、 
昨年度の防災訓練終 
了後の町会・自治会 
のアンケート調査で 
避難所運営訓練の充 
実の要望が多かった 
ことから、参加者が実際に受付や避難者の誘導
訓練を実施した。 
今後の訓練については議員からの提案も含

めてどのような訓練が良いのか自治会連合会
などとも協議をしていきたいとの答弁に止ま
りました。 

地域の実情にあった訓練を 
 地域によって火災の多発が予想される地域、
多くの家屋倒壊が予想される地域、津波や液状
化が予想される地域、地震よりも豪雨による水
害が心配される地域など地域の実情にあった
訓練が必要ではないかと質問しました。 
市は、地域の状況に応じた急傾斜地・土砂災
害避難訓練、住宅密集地域では道路上にある
消火栓や排水栓に差し込んで、ホースをつな
ぎ消火を行うスタンドパイプを活用した訓練
を取り入れている。豪雨や台風に対応する訓
練についても検討していきたいと答弁しまし
た。 
 

 

 



 
 
 

船橋市に生まれて良かった、住んで良かった、 
長生きして良かったと実感できるまちづくりを目指します。 
子育て支援・教育  

①   認可保育園の増設によっ  
て保育園の待機児童を解消  
します。  
また、幼稚園の保育事業へ  
の参⼊入を後押しする施策を  
進めます。  

②   幼児教育・保育の無償化を促進し、その充
実を図ります。  

③   ⼦子ども医療費の助成を⾼高校 3年⽣生まで拡⼤大
します。  

④   学校トイレの洋式化を促進させます。  

介護・医療 

①   介護が必要になっても  
住み慣れた地域や⾃自宅  
で暮らせるよう、介護  
・医療・保健・住まい  
の充実を図ります。  

②   特別養護⽼老⼈人ホームを必要とする⽅方々が 2
年も 3年も待たずに⼊入所できるよう施設整
備を進めます。  

③   市⺠民の健康を守るために⼈人間ドック・脳ド
ック助成制度の改善を図ります。  

④   医療センターは⾼高度医療・救急医療の充実
を図るとともに、いつでも誰もが受診でき
る市⺠民病院としての機能を守ります。  

防災対策 

①ゲリラ豪⾬雨による⽔水害を防⽌止するために、  
河川改修や⾬雨⽔水管整備を促進します。  

②⼤大震災に備えた、防災備蓄品の整備、マンホ
ールトイレの整備、実態に即した防災訓練の改
善を図ります。  

道路・交通 

①   市⺠民が安⼼心して歩ける歩道、⽣生活道路の整  
備を促進します。  
②北習志野駅周辺の放置⾃自転⾞車対策を地元商  
店会の協⼒力を得て⾏行います。  
 

環境・エネルギー 

①  原発のない社会をめざし  
、再⽣生可能エネルギーの  
導⼊入・普及を図ります。  
②  公園・緑地の整備を進め  
潤いのあるまちづくりを  
進めます。  
③  リサイクル・リユース・分別収集の徹底によ
って資源循環型社会を構築します。  
④  ⽣生ごみ収集回数を週２回から 3 回に戻しま
す。  

格差是正 

①  公共事業の末端で働く労働者の労働条件を
確保し、公共事業のサービスの質を確保する
ために公契約条例を実現します。  
②  公務員、⺠民間を問わず、正規労働者と⾮非正  
   規労働者の格差是正を実現します。  

平和・憲法 

①  市の平和都市宣⾔言に基づいて平和施策の充
実を図ります。  
②  憲法の平和主義、国⺠民主権、基本的⼈人権の尊  
重の三原則を⽣生かした船橋市を作ります。  

行財政改革 

①   ⾏行政評価を市⺠民の視点で⾏行うために外部委  
      員を⼊入れた⾏行政評価制度を導⼊入させます。  
②   ⼤大型公共⼯工事の⾒見直しや⼊入札制度の改⾰革、
税⾦金の無駄遣いを⽌止めさせ福祉・⼦子育て⽀支
援の財源を確保します。  

議会改革 

①市⻑⾧長と議員が直接選挙で選ばれる地⽅方⾃自治  
   の⼆二元代表制を機能させ、市政を監視し、  
   市⺠民⽬目線で政策提⾔言を⾏行うために議会基本  
   条例を制定します。  
②議員報酬と議員定数、政務活動費は⼆二元代表
制の機能を強化させる観点から⾒見直します。  

 

 

 

皆さんのご意見をお寄せください。皆様のご意見を取り入れて完成させます。 
 



  市政アンケートにご協力ください。あなたの年齢  性別  お住いの地域        
① 船橋市の高齢者や障がい者の福祉についてどうお感じですか（◯をつけてください） 
イ、充実している ロ、やや充実している ハ、普通 ニ、あまり充実していない ホ、充実していない 
充実していると感じることについて記載してください 
 
充実していないと感じること、充実してほしいことについて記載してください 
 

 
② 船橋市の医療についてはどうお感じですか（◯をつけてください） 
イ、充実している ロ、やや充実している ハ、普通 ニ、あまり充実していない ホ、充実していない 
充実していると感じることについて記載してください 
 
充実していないと感じること、充実してほしいことについて記載してください 
 

 
③ 船橋市の子育てや教育施策についてどうお感じですか（◯をつけてください） 
イ、充実している ロ、やや充実している ハ、普通 ニ、あまり充実していない ホ、充実していない 
充実していると感じることについて記載してください 
 
充実していないと感じること、充実してほしいことについて記載してください 
 

 
④ 船橋市の生活環境、暮らしやすさについてどうお感じですか（◯をつけてください） 
 イ、暮らしやすい ロ、普通 ハ、暮らしにくい 
 暮らしやすいと感じることについて記載してください 

 
 暮らしにくいと感じること、改善ほしいことについて記載してください 
 
 

⑤ 船橋市の生涯学習、文化、スポーツ施策、施設についてどうお感じですか（◯をつけてください） 
イ、充実している ロ、やや充実している ハ、普通 ニ、あまり充実していない ホ、充実していない 
充実していると感じることについて記載してください 
 
充実していないと感じること、充実してほしいことについて記載してください 
 

⑥ 自然災害など住んでいる地域の安全についてどうお感じですか（◯をつけてください） 
 イ、安心できる ロ、普通 ハ、安心できない 
 安心できると思う理由について記載してください。 
 
 安心できないと思うこと、改善してほしいことを記載してください。 
 
 
アンケートは FAX 461-1350 または、私の自宅、事務所にお届けください。 

郵送の場合は〒274-0065 船橋市高根台 6-38-9 浦田秀夫へ送ってください。 
 


